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に建てられた

主の御名を賛美します。

『わがたましいよ。主をほめたたえよ。主の良くしてくださったことを何一つ忘れるな。』

(詩篇 103:2)

いつも石巻宣教のためにご支援とお祈りをいただき、心から感謝いたします。

2022 年も神様の恵みと哀れみの中で、全国の愛兄姉の祈りに支えられ、礼拝そして教会の歩み

が守られたことを主に心から感謝し、皆様にご報告をお送りさせて頂きます。

昨年はコロナ禍の中にあっても、人々の行動制限が解かれ、ウィズコロナの幕開け、またコロ

ナの終息に期待が膨らみました。教会でも三年ぶりのコンサートの開催や懐かしい兄姉が来てく

ださり、ともに礼拝を捧げ、励まされました。

ところが秋になると、オミクロンの変異株による感染第８波が押し寄せ、今も引き続き忍耐の

生活が続いています。

温暖化の影響でしょうか、夏には猛暑が、今は寒波が日本列島に押し寄せています。

渡波の海苔や牡鹿半島のわかめも良い出来ではなかったようですし、海ではさんまの不漁、そ

して東北では馴染みの薄い太刀魚が網に掛かると聞きます。

そして、何よりも悲しいことは、悲惨な戦争が勃発し、今なお続いていることです。

イエス様が語られた「しかし、これらはすべて生みの苦しみの始まりです(マタイ 24:8)」とのみ

ことばに思いを巡らし、衿を正す日々です。

真の主権者は、天地万物を創造された主なる神であり、すべては、主の御手の中です。

それゆえに、このお方に信頼し、新しい年も主の恵みを数え、感謝しながら、自分のなすべき

ことを忠実に果たすことができますように、同時に、この地で主はどんなことをなさろうとして

おられるのかを、しっかりと受け取って歩んでいきたいと願っています。

皆様からのプレゼントはお茶っこクリスマス会やクリスマス礼拝に用いさせて頂きました。
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〔特別伝道集会〕10 月 30 日(日) (参加者：16 名)

今年も東北三教会講壇交換の聖日に、石巻では古川教会の門

谷先生をお迎えして、特別伝道礼拝の時を持ちました。

今年は、マタイ 11:28～30 から、「お休み処キリスト」と題

して、現代人の抱えるストレスに、イエス様が「休ませてあげ

ます」と招いておられること、また私たちの帰るべき「休み

処」のイエス・キリストとは、どのようなお方なのか、につい

て語ってくださいました。高齢の方が多い礼拝ですから、眠っ

ても疲れがとれないとか、良く寝られない、などの身近な話に

は、みなさん「そうなんだよ～」とか「うん、うん」、「だよ

～」との声が飛び交いながらも真剣な雰囲気でした。

しかし、主を信じた私たちは、イエス様と同じくびきがつけ

られ、どんな時も安心の主と一緒である。そして確かな人生へと導かれるのだと聞き、「そうか

～」と。さらに例話で話された先生ご一家のキャンプの話を通して、皆さん納得の表情でした。

それは、テント泊の夜中に低気圧が接近し、嵐の中、奥様と二人でテントが飛ばされないよう

に必死であったにもかかわらず、四人のお子さん方は安心しきって爆睡。私たちも主イエス様に

お任せするなら平安で安心の人生を送ることができる、という話でした。昨年の礼拝では第一子

誕生の奥様と赤ちゃんの写真を見せて頂いていたので、なおさら身近に感じられたのかもしれま

せん。 この皆さんがはっきりと主を信じ、真の平安を手にすることができますように。

〔キャンドルサービス〕12 月 24 日(土) (参加者：6名)
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今年のキャンドルライトサービスは、影絵をベースにした「世界ではじめのクリスマス」をと

もに見ました。聖書朗読は聴くドラマ聖書を用いたのですが、臨場感に満ち溢れ、厳かな思いに

させられました。特にイエス様の誕生場面では、元気な「オギャー」という産声に「生まれ

た！」「生まれた！」と思わず歓声があがり、驚きました。そして、聖書朗読とともに入れた賛

美歌の歌声のリードで、みんなで一緒に心をこめてクリスマスの賛美歌を歌って賛美しました。

ローソクを消し、明るくなった時のことです。Ｏ兄が「クリスマスはイエス様の誕生日だから、

ハッピーバースデーなんだよな～」と。そこで、みんなで手を叩きながら「ハッピーバースデー

イエスさま～♪」と歌いました。みんな笑顔で喜び一杯のイブ礼拝になりました。

〔クリスマス礼拝〕12 月 25 日(日) 「おめでとうイエス様！」 (参加者：11 名)

2022年最後の礼拝はクリスマス礼拝。 地元の方々と11名で主を礼拝できたことを心から感謝

します。この日の礼拝には、教会最初の礼拝から来られている方、コンサートをきっかけに来ら

れた方、仮設支援活動からの繋がりで信仰を持たれた方、一度は教会から離れたものの神さまが

戻してくださった方、さらに 40 年前にこの地で開かれていた子供集会で信仰に導かれた方のご友

人、今年新たに加えられた方、そしてお茶っこ会のメンバーさんが集っていました。

お一人お一人の顔を思い浮かべると、教会はただただ、主の恵みとあわれみで守られて来たこ

とを実感させられます。本当に主に感謝するばかりです。

昨夜のキャンドルサービスと同様、この日のクリスマス礼拝終了後も、みんなで「ハッピー

バースデーイエスさま～♪」と歌い、「おめでとうイエスさま！」「ありがとイエスさま！」と、

拍手で主の誕生をお祝いし、心から感謝を捧げました。

歌い終わった時、私の心に、何かほっとするような思いと喜びが湧いてきました。

☆石巻宣教支援会へのご支援と、お祈りを心から感謝します。

【祈りの課題】
1. 礼拝が喜びの賛美で満ち溢れ、いのちのみことばで魂が励まされますように。

2. イエス・キリストを信じ、救われ、洗礼を受ける方が起こされますように。

3. 月二回(第 1、第 3金曜日)の「お茶っこ会」が主に用いられ、神を求める方、救われる魂が

起こされますように。また、礼拝に繋がりますように。

4. クラフト教室が主に用いられ、神を求める方、救われる魂が起こされますように。

5. クリスチャンが与えられますように。

6. 新型コロナウイルス感染から教会、地域の方々が守られますように。


